
別紙３

沖縄県土木建築部工事成績評定審査委員会規則（案）

（趣 旨）

、 （ 「 」第１ 本規則は 沖縄県土木建築部に設置する工事成績評定審査委員会 以下 委員会

という ）の設置等に関して必要な事項を定めるものである。。

（委員会の事務）

第２ 委員会は、土木建築部長の委嘱に基づき、次の事項について審議するものとする。

１．請負工事の成績評定について、契約担当者（かい、支庁を含む）の回答について再

説明の申請がなされた場合の、当該工事成績評定に関すること。

２．工事成績評定要領の運用に関すること。

（委員会の委員及び組織）

第３ 委員は、公共工事に関する学識経験等を有し、人格、識見等に優れ、公正中立の立

場を堅持できる者のうちから、土木建築部長が委嘱する。

２．委員会は、委員○人で組織する。

３．委員の任期は、１年とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠の委員の任期

は、前任者の残任期間とする。

４．委員は、再任されることができる。

５．委員は、非常勤とする。

６．委員会に委員長を置き、委員の互選によりこれを定める。

７．委員長に事故あるときは、あらかじめその指名する委員がその職務を代理する。

（会議）

第４ 第２．１に係る会議は、再説明の申請に応じ、委員長が指名した３名以上の委員

で開催することができる。この場合の長は委員長が指名する。

２．第２．２に係る会議は、必要に応じ開催する。

３．会議は、非公開とする。

（再説明審査）

第５ 委員会は、第２．１の事項に関し、再説明の申請があったときは再説明審査会議を

開催し、審査を行う。

２．委員会は、前項の審査を終えたときは、意見書を作成しその結果を土木建築部長に

報告するとともに、必要があると認めるときはこれを公表することができる。

（委員の除斥）

第６ 委員は、第２．１の事務に関しては、自己又は３親等以内の親族の利害に関係のあ

る議事に加わることができない。

（意見の具申又は勧告）

第７ 委員会は、第２．２の事項に関し、改善すべき点があると認めたときは、必要な範

囲で、土木建築部長に対して意見の具申又は勧告を行うことができる。

２．委員会は、前項の意見の具申又は勧告を行った場合に必要があると認めるときは、

その内容を公表することができる。



（秘密を守る義務）

第８ 委員は、審議事項について知り得た秘密を他に漏らしてはならない。その職を退い

た後も、また同様とする。

（委員会の庶務）

第９ 委員会の庶務は、土木建築部技術管理室技術管理班が行う。


